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第4回：外出編
生活習慣を見直してアクションを始めることが、省エネ達人への

第一歩。まずはあなたのエコレベルを確認しましょう。
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夏休みや長期休暇を目前に控え、ウキウキしながら過ごされている人も多いのではないでしょうか。外出する機会が

増えるこの季節、少し意識したいのが「おでかけ」に関するエコ。自宅ではしっかりエコライフに徹しているという人も

「場所やシーンが変わってもエコ活動に取り組む」という心意気で、真の「省エネ達人」を目指してみましょう。

まずは、小さいアクションから。

あなたをきっかけに、ムーブメ

ントが巻き起こるかも

移動にはなるべく

公共交通機関を

利用している

マイボトルを欠かさず

持ち歩いている

外出先でビニール

傘を買ったことが

ない

自動車で移動をする際は、

出発時間やルートを事前に

確認している

外出先で使い捨ての

ものを購入すること

が多い

ついレジ袋を

購入してしまう「エコツーリズム※」に興味がある
※旅先の自然や文化、歴史を体感することで、

環境保全などへの気付きにつながる旅行

宿泊先のアメニティ

グッズは、必要以上に

使わない

宿泊先ではテレビを

つけっぱなしにしがちだ

外出先で料理を頼みすぎて

残してしまうことがある

まずはワンアクションから。

地球の未来を救うのは、あなた

かもしれません

あなたこそ、真の「省エネ達人」

です。今後は周りの人も巻き込ん

で、エコの輪を広げましょう

小笠原貞慶が本山寺に祈とうを依頼した
古文書（本山寺蔵・当館寄託）

　市内北部・三好山の芥川城を居
城とした戦国武将・三好長慶の元
にはさまざまな人が訪れました。
その中に信濃国（長野県）の守護
を務めた小笠原長時がいました。
　長時は甲斐国（山梨県）の武田
信玄に敗れて信濃国を追われ、天
文19（1550）年に長慶を頼り芥
川城に身を寄せました。三好氏の
本家が小笠原氏とされたことから
長慶は長時を厚遇したようです。
　原の本山寺には永禄4（1561）年
に長時と子の貞慶（貞虎）が出し
た古文書が残されています。長時
は、信濃への帰国が叶うよう、本
山寺に祈とうを依頼しています。
　一方、貞慶は「下国する（他国

へ赴く）ので、思いどおりにいく
ように」と、祈とうを依頼しまし
た。「下国」とは何を指すのでし
ょうか。
　同じ頃、室町幕府将軍・足利義
輝が越後国（新潟県）の上杉謙信
へ長時の帰国を助けるよう命じる
手紙を出しています。このことか
ら、貞慶は将軍の手紙を携えて謙
信の元へ「下国」したと考えられ
ます。将軍の命を受けた謙信は、
同年の秋に出陣し、武田信玄の軍
勢と刃を交えました。これが有名
な川中島の戦い（第4次）です。
この時も、長時の帰国は実現しま
せんでした。
　永禄11（1568）年に織田信長が

上洛し、三好氏が衰退すると、長
時は越後国や会津国（福島県）に
移ります。しかし、家臣に殺害さ
れ、帰国の願いは絶たれました。
　一方、貞慶は信長上洛後、京都
に滞在し、のちに徳川家康の元で
府中（長野県松本市）を奪還。小
笠原家の再興を果たしました。
� （しろあと歴史館）
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芥川城に滞在した信濃国守護・小笠原氏


